
 

1 

人
生
に
効
く
古
典
文
学
（
一
）「
古
事
記
」
と
世
界
の
冥
界
下
り 

1 
●
今
日
の
「
人
生
に
効
く
」
処
方
箋 

2 

死
ぬ
と
「
死
」、
神
と
命
（
み
こ
と
）、
女
性
、
笑
い
な
ど 

3 

 
4 

『
古
事
記
』
日
本
最
古
の
書
物
。
７
１
２
年 

5 

元
明
天
皇
に
献
上
。
神
話
の
時
代
か
ら
推
古
天
皇
の
代
ま
で
。 

6 

 
 
 
 
 

女
性→

『
旧
約
聖
書
（
創
世
記
）』
と
の
比
較 

7 

●
神
で
あ
る
主
（
ヤ
ハ
ウ
ェ
יְהוָ֨ה ：
）
は
、
人
か
ら
取
っ
た
あ
ば
ら
骨
で
女
を
造
り

8 

上
げ
、
人
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
神
で
あ
る
主
は
人
を
深
い

9 

眠
り
に
落
と
さ
れ
た
。
人
が
眠
り
込
む
と
、
そ
の
あ
ば
ら
骨
の
一
つ
を
取
り
、
そ

10 

こ
を
肉
で
閉
ざ
さ
れ
た
。
人
は
言
っ
た
。
「
こ
れ
こ
そ
、
私
の
骨
の
骨
、
肉
の
肉
。

11 

こ
れ
を
女
と
名
付
け
よ
う
。
こ
れ
は
男
か
ら
取
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。」（
２
章
） 

12 

●
神
（
エ
ロ
ヒ
イ
ム
אֱ�הִ֔ים ：

）
は
言
わ
れ
た
。「
我
々
の
か
た
ち
に
、
我
々
の
姿
に

13 

人
を
造
ろ
う…

」
神
は
人
を
自
分
の
か
た
ち
に
創
造
さ
れ
た
。
神
の
か
た
ち
に
こ

14 

れ
を
創
造
し
男
と
女
に
創
造
さ
れ
た
。（
１
章
） 

15 

 
16 

万
葉
仮
名
で
書
か
れ
る→

『
日
本
書
紀
』
と
の
違
い
。「
多
陀
用
幣
流
」→

漂
へ
る 

17 

 
18 

編
纂
：
稗
田
阿
礼
に
『
帝
紀
』
及
『
本
辭
』
を
「
誦
習
」
さ
せ
：
文
字
を
読
め
た
か 

19 

太
安
万
侶
が
編
纂
。 

20 

 
21 

上
・
中
・
下
の
三
巻 

22 

 

上
つ
巻
が
神
話 

23 



 

2 

【
上
つ
巻
】 

1 
●
神
々
と
国
々
の
誕
生 

 
2 

 

神
々
の
誕
生 

3 
  

イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
聖
婚 

4 
 

国
生
み 

5 

イ
ザ
ナ
ミ
の
神
避
り
と
イ
ザ
ナ
ギ
の
冥
界
下
り 

6 

●
三
皇
子
と
そ
の
性
質 

7 

 

禊
と
三
皇
子
の
誕
生 

8 
 

ス
サ
ノ
オ
の
放
逐
（
一
） 

9 

●
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ 

10 

ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
の
対
決
と
和
解 

11 

天
岩
戸
隠
れ 

12 

ス
サ
ノ
オ
の
放
逐
（
二
）
と
五
穀
の
誕
生 

13 
 

ス
サ
ノ
オ
の
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治 

14 

●
大
国
主
の
物
語 

15 

 

大
国
主
の
漂
泊
（
一
）
因
幡
の
白
兎 

16 

大
国
主
の
漂
泊
（
二
）
ス
サ
ノ
オ
訪
問 

17 

大
国
主
の
国
譲
り 

18 

●
天
皇
家
へ
の
系
譜 

19 

 

ニ
ニ
ギ
の
命
の
天
孫
降
臨 

20 

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
火
の
中
の
出
産 

21 

●
海
と
陸
と
の
戦
い 

22 

海
幸
彦
と
山
幸
彦 

23 

 
24 

【
今
日
扱
う
神
話
】 

25 

神
々
の
誕
生 

26 

伊
邪
那
岐
、
伊
邪
那
美
の
聖
婚
と
国
生
み 

27 

イ
ザ
ナ
ミ
の
神
避
り
と
イ
ザ
ナ
ギ
の
冥
界
下
り
：
死
ぬ
と
「
死
」、
黄
泉
と
は 

28 

禊
と
三
神
（
三
皇
子
）
の
誕
生 

 
29 

天
岩
戸
隠
れ 

30 

 
31 



 

3 

【
神
々
の
誕
生
】 

1 
天
地
初
め
て
發
（
ひ
ら
）
け
し
時
、
高
天
の
原
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
（
あ
め
の
み

2 

な
か
ぬ
し
）
神
、
次
に
高
御
產
巢
日
（
た
か
み
む
す
ひ
）
神
、
次
に
神
產
巢
日
（
か
む
む
す
ひ
）
神
、

3 

此
の
三
柱
の
神
は
、
み
な
獨
神
（
ひ
と
り
が
み
）
と
成
り
坐
し
て
身
を
隱
し
た
ま
ひ
き
（
隱
身
）。 

4 

次
に
國
稚
く
、
浮
き
し
脂
の
如
く
し
て
、
海
月
な
す
（
久
羅
下
那
州
）
漂
え
る
（
多
陀
用
幣
流
）

5 

時
、
葦
牙
（
あ
し
か
び
）
の
如
く
萌
え
騰
（
あ
が
）
る
物
に
因
り
て
成
れ
る
神
の
名
は
、
宇
摩
志
（
う

6 

ま
し
）
阿
斯
訶
備
（
あ
し
か
び
）
比
古
遲
（
ひ
こ
ぢ
）
の
神
、
次
に
天
之
常
立
神
、
此
の
二
柱
の
神

7 

も
亦
、
獨
り
神
と
成
り
坐
し
て
身
を
隱
し
た
ま
ひ
き
。
上
（
か
み
）
の
件
（
く
だ
り
）
の
五
柱
の
神

8 

は
「
別
天
神
（
こ
と
あ
ま
つ
か
み
）」。 

9 

次
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
國
之
常
立
神
、
次
に
豐
雲
野
神
。
此
の
二
柱
の
神
も
亦
、
獨
神
と
成
り

10 

ま
し
て
身
を
隱
し
た
ま
ひ
き
。 

11 

 
12 

対
偶
神 

13 

次
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
宇
比
地
邇
（
う
ひ
ぢ
に
）
の
神
、 

14 

次
に
妹
・
須
比
智
邇
（
す
ひ
ぢ
に
）
の
神
。 

15 

次
に
角
杙
（
つ
の
ぐ
ひ
）
の
神
、
次
に
妹
・
活
杙
（
い
く
ぐ
ひ
）
の
神
。 

16 

次
に
意
富
斗
能
地
（
お
ほ
と
の
ぎ
）
の
神
、 

17 

次
に
妹
・
大
斗
乃
辨
（
お
ほ
と
の
べ
）
の
神
。 

18 

次
に
於
母
陀
流
（
お
も
だ
る
）
の
神
、 

19 

次
に
妹
・
阿
夜
訶
志
古
泥
（
あ
や
か
し
こ
ね
）
の
神
。 

20 

次
に
伊
邪
那
岐
（
い
ざ
な
ぎ
・
き
）
の
神
、
次
に
妹
・
伊
邪
那
美
（
い
ざ
な
み
）
の
神
。 

21 

上
（
か
み
）
の
件
（
く
だ
り
）
の
國
之
常
立
神
・
以
下
（
よ
り
し
も
）、
伊
邪
那
美
神
・
以
前
（
よ
り

22 

さ
き
）
を
、
幷
（
あ
は
）
せ
て
神
世
七
代
（
な
な
よ
）
と
稱
（
い
）
ふ
。 

23 



 

4 

国
土
の
修
理
固
成 

1 
こ
こ
に
天
つ
神
、
諸
々
の
命
以
ち
、
伊
邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
の
二
柱
の
神
に
詔
（
の
）
り
た

2 

ま
は
く
、
こ
の
漂
へ
る
（
多
陀
用
幣
流
）
國
を
修
理
（
お
さ
）
め
固
め
成
せ
と
の
り
た
ま
ひ
、
天
の

3 

沼
矛
（
ぬ
ほ
こ
）
を
賜
ひ
て
、
言
依
さ
し
賜
ふ
。
故
（
か
れ
）、
二
柱
の
神
、
天
の
浮
橋
に
立
た
し
て
、

4 

そ
の
沼
矛
を
指
し
下
ろ
し
て
畫
（
か
）
か
せ
ば
、
鹽
こ
を
ろ
こ
を
ろ
（
許
々
袁
々
呂
々
）
に
畫
き
鳴

5 

し
て
、
引
き
上
ぐ
る
時
に
、
其
の
矛
の
末
（
さ
き
）
よ
り
垂
（
し
た
だ
）
り
落
つ
る
鹽
の
累
積
（
か

6 

さ
な
）
り
嶋
と
成
る
。
是
れ
お
の
ご
ろ
（
淤
能
碁
呂
）
嶋
な
り
。
其
の
嶋
に
天
降
り
坐
し
て
、
天
の

7 

御
柱
を
見
立
て
、
八
尋
殿
（
ど
の
）
を
見
立
て
た
ま
ふ
。 

8 

 
9 

【
聖
婚
と
国
生
み
】 

10 

こ
こ
に
其
の
妹
、
伊
邪
那
美
の
命
に
問
ひ
て
曰
（
の
）
り
た
ま
は
く
、「
汝
（
な
）
が
身
は
如
何
に
成

11 

れ
る
」
と
の
た
ま
ふ
。
答
へ
て
曰
り
た
ま
は
く
「
吾
（
あ
）
が
身
は
、
成
り
成
り
て
成
り
合
は
ざ
る

12 

處
一
處
在
り
」
と
ま
を
す
。
爾
（
し
か
）
し
て
伊
邪
那
岐
命
詔
り
た
ま
は
く
、
「
我
（
あ
）
が
身
は
、

13 

成
り
成
り
て
成
り
餘
れ
る
處
一
處
在
り
。
故
（
か
れ
）
此
の
吾
身
の
成
り
餘
れ
る
處
を
以
ち
、
汝
が

14 

身
の
成
り
合
は
ざ
る
處
を
刺
し
塞
ぎ
て
、
國
土
（
く
に
）
を
生
み
成
さ
ん
と
以
爲
ふ
。
生
む
こ
と
奈

15 

何
」
と
ま
を
す
。 

16 

於
是
問
其
妹
伊
邪
那
美
命
曰
、
汝
身
者
如
何
成
。
答
曰
吾
身
者
、
成
成
不
成
合
處
一
處
在
。
爾
伊
邪
那
岐
命
詔
、
我
身
者
、
成
成
而
成

17 

餘
處
一
處
在
。
故
以
此
吾
身
成
餘
處
、
刺
塞
汝
身
不
成
合
處
而
、
以
爲
生
成
國
土
。
生
奈
何
。
訓
生
云
宇
牟
。
下
效
此
。 

18 
 

19 

伊
邪
那
美
の
命
、
答
へ
て
曰
さ
く
「
然
善
け
む
」
と
ま
を
す
。
爾
し
て
伊
邪
那
岐
の
命
詔
り
た
ま
は

20 

く
、「
然
か
あ
れ
ば
吾
れ
と
汝
（
な
）
と
、
こ
の
天
の
御
柱
を
行
き
廻
り
逢
ひ
て
、
み
と
の
ま
ぐ
は
ひ

21 

（
美
斗
能
麻
具
波
比
）
せ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
く
期
（
ち
ぎ
）
り
て
、
詔
り
た
ま
は
く
「
汝

22 

（
い
ま
し
）
は
右
よ
り
廻
り
逢
へ
、
我
は
左
よ
り
廻
り
逢
は
む
」
と
の
り
た
ま
ふ
。 

23 

伊
邪
那
美
命
、
答
曰
然
善
。
爾
伊
邪
那
岐
命
詔
、
然
者
吾
與
汝
行
廻
逢
是
天
之
御
柱
而
、
爲
美
斗
能
麻
具
波
比
。
此
七
字
以
音
。
如
此

24 

之
期
、
乃
詔
、
汝
者
自
右
廻
逢
、
我
者
自
左
廻
逢
。 

25 
 

26 



 

5 

約
（
ち
ぎ
）
り
竟
へ
て
廻
る
時
に
、
伊
邪
那
美
の
命
、
先
ず
「
あ
な
に
や
し
（
阿
那
邇
夜
志
愛
）
え

1 
を
と
こ
を
（
袁
登
古
袁
）」
と
言
ひ
、
後
（
の
ち
）
に
伊
邪
那
岐
の
命
「
あ
な
に
や
し
（
阿
那
邇
夜
志

2 

愛
）
え
を
と
め
を
（
袁
登
賣
袁
）」
と
言
ふ
。
各
お
の
言
ひ
竟
（
お
）
へ
し
後
、
其
の
妹
に
告
げ
て
曰

3 

り
た
ま
は
く
、「
女
人
（
を
み
な
）
先
ず
言
へ
る
は
不
良
（
さ
が
な
）
し
」
と
の
り
た
ま
ふ
。 

4 

 

約
竟
廻
時
、
伊
邪
那
美
命
、
先
言
阿
那
邇
夜
志
愛
上
袁
登
古
袁
、
此
十
字
以
音
。
下
效
此
。
後
伊
邪
那
岐
命
、
言
阿
那
邇
夜
志
愛
上

5 

袁
登
賣
袁
、
各
言
竟
之
後
、
告
其
妹
曰
、
女
人
先
言
不
良
。 

6 
 

7 

然
あ
れ
ど
も
、
く
み
ど
（
久
美
度
）
に
興
し
て
生
め
る
子
、
水
蛭
子
（
ひ
る
こ
）。
こ
の
子
は
葦
船
に

8 

入
れ
て
流
し
去
（
や
）
り
つ
。
次
に
淡
嶋
を
生
み
た
ま
ふ
。
是
も
亦
子
の
例
（
か
ず
）
に
入
れ
ず
。 

9 

雖
然
久
美
度
邇
此
四
字
以
音
。
興
而
生
子
、
水
蛭
子
。
此
子
者
入
葦
船
而
流
去
。
次
生
淡
嶋
。
是
亦
不
入
子
之
例
。 

10 

 
11 

※
こ
の
あ
と
結
婚
を
し
直
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
島
を
生
む 

12 

 
13 

【
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
避
り
と
冥
界
下
り
】 

14 

 
 

次
に
火
（
ひ
）
之
夜
藝
（
や
ぎ
）
速
男
（
は
や
を
）
の
神
を
生
み
た
ま
ふ
。
亦
の
名
は
火
之
炫

15 

毘
古
（
か
が
び
こ
）
の
神
と
謂
ひ
、
亦
の
名
は
火
之
迦
具
土
（
か
ぐ
つ
ち
）
の
神
と
謂
ふ
。
此
の
子

16 

を
生
み
た
ま
ひ
し
に
因
り
て
、
み
ほ
と
（
美
蕃
登
）
炙
（
や
か
）
へ
て
病
み
臥
（
こ
や
）
せ
り
。 

17 

 

た
ぐ
り
（
多
具
理
）
に
生
（
な
）
れ
る
神
の
名
は
、
金
山
（
か
な
や
ま
）
毘
古
の
神
、
次
に
金
山

18 

毘
賣
（
ひ
め
）
の
神
。
次
に
屎
（
く
そ
）
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
波
邇
夜
須
（
は
に
や
す
）
毘
古
の

19 

神
、
次
に
波
邇
夜
須
毘
賣
の
神
。
次
に
尿
（
い
ば
り
）
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
彌
都
（
み
つ
）
波
能

20 

賣
（
は
の
め
）
の
神
、
次
に
和
久
（
わ
く
）
產
巢
日
（
む
す
ひ
）
の
神
、
此
の
神
の
子
は
、
豐
宇
氣

21 

（
と
よ
う
け
）
毘
賣
の
神
と
謂
ふ
。 

22 

故
、
伊
邪
那
美
神
は
、
火
の
神
を
生
み
た
ま
ひ
し
に
因
り
、
遂
に
神
避
（
さ
）
り
ま
し
ぬ
。 

23 

次
生
火
之
夜
藝
速
男
神
。
夜
藝
二
字
以
音
。
亦
名
謂
火
之
炫
毘
古
神
、
亦
名
謂
火
之
迦
具
土
神
。
迦
具
二
字
以
音
。
因
生
此
子
、
美
蕃

24 

登
此
三
字
以
音
。
見
炙
而
病
臥
在
。
多
具
理
邇
此
四
字
以
音
。
生
神
名
、
金
山
毘
古
神
、
訓
金
云
迦
那
、
下
效
此
。
次
金
山
毘
賣
神
。

25 

次
於
屎
成
神
名
、
波
邇
夜
須
毘
古
神
、
此
神
名
以
音
。
次
波
邇
夜
須
毘
賣
神
。
此
神
名
亦
以
音
。
次
於
尿
成
神
名
、
彌
都
波
能
賣
神
、

26 

次
和
久
產
巢
日
神
。
此
神
之
子
、
謂
豐
宇
氣
毘
賣
神
。
自
宇
以
下
四
字
以
音
。
故
、
伊
邪
那
美
神
者
、
因
生
火
神
、
遂
神
避
坐
也
。
自

27 

天
鳥
船
至
豐
宇
氣
毘
賣
神
、
幷
八
神
。 

28 



 

6 

 
1 

【
略
】
イ
ザ
ナ
ミ
の
埋
葬
と
イ
ザ
ナ
ギ
に
よ
る
火
の
神
の
殺
害
と
神
々
の
誕
生
が
語
ら
れ
る 

2 

 
3 

イ
ザ
ナ
ギ
の
冥
界
下
り 

4 

こ
こ
に
其
の
妹
、
伊
邪
那
美
命
を
相
見
む
と
欲
（
お
も
）
ひ
て
、
黃
泉
の
國
に
追
ひ
往
き
き
。
爾

5 

（
こ
こ
）
に
殿
の
騰
戸
（
さ
し
ど
）
よ
り
出
で
向
か
へ
し
時
、
伊
邪
那
岐
命
語
ら
ひ
詔
り
た
ま
ひ
し

6 

く
、「
愛
（
う
つ
く
）
し
き
我
が
な
に
妹
（
も
）
の
命
、
吾
（
あ
れ
）
と
汝
（
い
ま
し
）
と
作
れ
る
國
、

7 

未
だ
作
り
竟
へ
ず
。
故
、
還
る
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。 

8 

於
是
欲
相
見
其
妹
伊
邪
那
美
命
、
追
往
黃
泉
國
。
爾
自
殿
騰
戸
出
向
之
時
、
伊
邪
那
岐
命
語
詔
之
、
愛
我
那
邇
妹
命
、
吾
與
汝
所
作
之

9 

國
、
未
作
竟
。
故
、
可
還
。 

10 

爾
に
伊
邪
那
美
命
答
へ
て
白
し
し
く
、「
悔
し
き
か
も
、
速
く
来
ず
て
。
吾
、
黃
泉
つ
戸
喫
（
へ
ぐ

11 

ひ
）
し
つ
。
然
れ
ど
も
愛
（
う
つ
く
）
し
き
我
が
な
せ
の
命
、
入
り
來
ま
せ
る
こ
と
恐
（
か
し
こ
）

12 

し
。
故
、
還
ら
ん
と
欲
ふ
を
、
且
く
黃
泉
神
と
相
論
（
あ
げ
つ
ら
）
は
ん
。
我
（
あ
）
を
な
視
た
ま

13 

ひ
そ
」
と
ま
を
し
き
。 

14 

爾
伊
邪
那
美
命
答
白
、
悔
哉
、
不
速
來
。
吾
者
爲
黃
泉
戸
喫
。
然
愛
我
那
勢
命
、
那
勢
二
字
以
音
。
下
效
此
。
入
來
坐
之
事
恐
。
故
、

15 

欲
還
、
且
與
黃
泉
神
相
論
。
莫
視
我
。 

16 

か
く
白
し
て
、
そ
の
殿
の
內
に
還
り
入
り
し
間
、
甚
（
い
と
）
久
し
く
て
待
ち
難
（
か
ね
）
た
ま

17 

ひ
き
。
故
、
左
の
御
み
ず
ら
（
美
豆
良
）
に
刺
せ
る
、
ゆ
つ
つ
ま
（
湯
津
津
間
）
櫛
の
男
柱
（
を
ば

18 

し
ら
）
一
つ
取
り
闕
き
て
、
一
つ
燭
火
（
ひ
と
も
）
し
て
入
り
見
た
ま
ひ
し
時
、
蛆
た
か
れ
こ
ろ
ろ

19 

き
て
（
宇
士
多
加
禮
許
呂
呂
岐
弖
）、
頭
（
か
し
ら
）
に
は
大
雷
（
お
ほ
い
か
づ
ち
）
居
り
、
胸
に
は

20 

火
（
ほ
）
の
雷
居
り
、
腹
に
黑
雷
居
り
、
陰
に
は
拆
（
さ
く
）
雷
居
り
、
左
の
手
に
は
若
雷
居
り
、

21 

右
の
手
に
は
土
雷
居
り
、
左
の
足
に
は
鳴
雷
居
り
、
右
の
足
に
は
伏
雷
居
り
、
幷
せ
て
八
は
し
ら
の

22 

雷
神
成
り
居
り
き
。 

23 

如
此
白
而
、
還
入
其
殿
內
之
間
、
甚
久
難
待
。
故
、
刺
左
之
御
美
豆
良
、
三
字
以
音
。
下
效
此
。
湯
津
津
間
櫛
之
男
柱
一
箇
取
闕
而
、

24 

燭
一
火
入
見
之
時
、
宇
士
多
加
禮
許
呂
呂
岐
弖
、
此
十
字
以
音
。
於
頭
者
大
雷
居
、
於
胸
者
火
雷
居
、
於
腹
者
黑
雷
居
、
於
陰
者
拆
雷

25 

居
、
於
左
手
者
若
雷
居
、
於
右
手
者
土
雷
居
、
於
左
足
者
鳴
雷
居
、
於
右
足
者
伏
雷
居
、
幷
八
雷
神
成
居
。 

26 

 

こ
こ
に
伊
邪
那
岐
命
、
見
畏
み
て
逃
げ
還
る
時
、
其
の
妹
、
伊
邪
那
美
命
、「
吾
（
あ
れ
）
に
辱
（
は
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7 

ぢ
）
見
せ
つ
」
と
言
ひ
て
、
す
な
わ
ち
「
よ
も
つ
し
こ
め
（
豫
母
都
志
許
賣
＝
黄
泉
醜
女
）」
を
遣
は

1 
し
て
追
は
し
め
き
。 

2 

於
是
伊
邪
那
岐
命
、
見
畏
而
逃
還
之
時
、
其
妹
伊
邪
那
美
命
、
言
令
見
辱
吾
、
卽
遣
豫
母
都
志
許
賣
此
六
字

3 

以
音
。
令
追
。 

4 

 

爾
に
伊
邪
那
岐
命
、
黑
御
鬘
（
み
か
づ
ら
）
を
取
り
て
投
げ
棄
つ
れ
ば
、
乃
ち
蒲
（
え
び
か
づ
ら
）

5 

の
子
（
み
）
生
り
き
。
こ
を
摭
（
ひ
ろ
）
ひ
食
（
は
）
む
間
に
、
逃
げ
行
く
を
、
猶
ほ
追
ひ
し
か
ば
、

6 

亦
た
其
の
右
の
御
み
ず
ら
（
美
豆
良
）
に
刺
せ
る
「
ゆ
つ
つ
ま
（
湯
津
津
間
）
櫛
」
を
引
き
闕
き
て

7 

投
げ
棄
つ
れ
ば
、
乃
ち
笋
（
た
か
む
な
）
生
（
な
）
り
き
。
こ
を
拔
き
食
む
間
に
、
逃
げ
行
き
き
。 

8 

爾
伊
邪
那
岐
命
、
取
黑
御
𦆅𦆅
投
棄
、
乃
生
蒲
子
。
是
摭
食
之
間
、
逃
行
、
猶
追
、
亦
刺
其
右
御
美
豆
良
之
湯
津
津
間
櫛
引
闕
而
投
棄
、

9 

乃
生
笋
。
是
拔
食
之
間
、
逃
行
。 

10 

ま
た
後
に
は
、
其
の
八
は
し
ら
の
雷
神
に
、
千
五
百
（
ち
い
ほ
）
の
黃
泉
つ
軍
（
い
く
さ
）
を
副

11 

（
そ
）
へ
て
追
は
し
め
き
。
爾
に
御
佩
（
は
か
）
せ
る
十
拳
（
と
つ
か
）
の
劒
を
拔
き
て
、
後
手
（
し

12 

り
へ
で
）
に
振
き
つ
つ
（
布
伎
都
都
）
逃
げ
來
る
を
、
猶
ほ
追
ひ
て
、
黃
泉
比
良
坂
の
坂
本
に
到
り

13 

し
時
、
其
の
坂
本
に
あ
る
桃
の
子
（
み
）
三
箇
（
み
つ
）
を
取
り
て
待
ち
擊
て
ば
、
悉
（
こ
と
ご
と
）

14 

に
逃
げ
迯
（
か
へ
）
り
き
也
。 

15 

爾
に
伊
邪
那
岐
命
、
其
の
桃
の
子
に
告
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
（
な
れ
）
、
吾
を
助
け
し
が

16 

如
く
、
葦
原
の
中
つ
國
に
あ
ら
ゆ
る
現
し
き
（
宇
都
志
伎
）
青
人
草
の
、
苦
し
き
瀬
に
落
ち
て
患
ひ

17 

惚
（
な
や
）
む
時
、
助
く
べ
し
」
と
告
（
の
）
り
て
、
名
を
賜
ひ
て
「
お
ほ
か
む
づ
み
の
命
（
意
富

18 

加
牟
豆
美
命
）」
と
號
（
い
）
ひ
き
。 

19 

且
後
者
、
於
其
八
雷
神
、
副
千
五
百
之
黃
泉
軍
令
追
。
爾
拔
所
御
佩
之
十
拳
劒
而
、
於
後
手
布
伎
都
都
此
四
字
以
音
。
逃
來
、
猶
追
、

20 

到
黃
泉
比
良
此
二
字
以
音
。
坂
之
坂
本
時
、
取
在
其
坂
本
桃
子
三
箇
待
擊
者
、
悉
逃
迯
也
。
爾
伊
邪
那
岐
命
、
告
其
桃
子
、
汝
如
助
吾
、

21 

於
葦
原
中
國
所
有
、
宇
都
志
伎
此
四
字
以
音
。
青
人
草
之
、
落
苦
瀬
而
患
惚
時
、
可
助
告
、
賜
名
號
意
富
加
牟
豆
美
命
。
自
意
至
美
以

22 

音
。 

23 
 

24 

最
後
（
い
や
は
て
）
に
其
の
妹
、
伊
邪
那
美
命
、
身
自
ら
追
ひ
來
た
り
き
。
爾
に
千
引
の
石
（
い

25 

は
）
を
其
の
黃
泉
比
良
坂
に
引
き
塞
（
さ
）
へ
て
、
其
の
石
を
中
に
置
き
、
各
お
の
對
（
む
か
）
ひ

26 

立
ち
て
、
事
戸
（
こ
と
ど
）
を
度
（
わ
た
）
す
時
、
伊
邪
那
美
命
言
ひ
し
く
、「
愛
（
う
つ
く
）
し
き
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8 

我
が
な
せ
の
命
、
か
く
爲
（
せ
）
ば
、
汝
（
い
ま
し
）
の
國
の
人
草
、
一
日
（
ひ
と
ひ
）
に
千
頭
（
ち

1 
が
し
ら
）
絞
（
く
び
）
り
殺
さ
む
」
と
い
ひ
き
。 

2 

爾
に
伊
邪
那
岐
命
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、「
愛
し
き
我
が
な
に
妹
（
も
）
の
命
、
汝
（
い
ま
し
）
し
か

3 

せ
ば
、
吾
（
あ
れ
）
一
日
に
千
五
百
（
ち
い
ほ
）
の
產
屋
（
う
ぶ
や
）
を
立
て
む
」
と
の
り
た
ま
ひ

4 

き
。 

5 

最
後
其
妹
伊
邪
那
美
命
、
身
自
追
來
焉
。
爾
千
引
石
引
塞
其
黃
泉
比
良
坂
、
其
石
置
中
、
各
對
立
而
、
度
事
戸
之
時
、
伊
邪
那
美
命
言
、

6 

愛
我
那
勢
命
、
爲
如
此
者
、
汝
國
之
人
草
、
一
日
絞
殺
千
頭
。
爾
伊
邪
那
岐
命
詔
、
愛
我
那
邇
妹
命
、
汝
爲
然
者
、
吾
一
日
立
千
五
百

7 

產
屋
。 

8 

こ
こ
を
も
ち
て
一
日
（
ひ
と
ひ
）
に
必
ず
千
人
（
ち
た
り
）
死
に
、
一
日
に
必
ず
千
五
百
（
ち
い
ほ
）

9 

人
（
た
り
）
生
ま
る
る
な
り
。
故
、
其
の
伊
邪
那
美
神
命
を
號
（
な
づ
）
け
て
「
黃
泉
津
大
神
」
と

10 

謂
ふ
。（
略
） 

11 

是
以
一
日
必
千
人
死
、
一
日
必
千
五
百
人
生
也
。
故
、
號
其
伊
邪
那
美
神
命
謂
黃
泉
津
大
神
。 

12 
 

13 

【
禊
と
三
神
の
誕
生
】 

14 

こ
こ
を
以
ち
て
伊
邪
那
伎
の
大
神
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾
（
あ
）
は
伊
那
志
許
米
志
許
米
（
い
な
し

15 

こ
め
し
こ
め
）
き
穢
（
き
た
な
）
き
國
に
到
り
て
あ
り
け
り
。
故
（
か
れ
）、
吾
は
御
身
（
み
み
）
の

16 

禊
せ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
竺
紫
（
つ
く
し
）
の

日
向

ひ

む

か

の
橘
の
小
門
（
を
ど
）
の
阿
波
岐
（
あ
は

17 

ぎ
）
原
に
到
り
ま
し
て
、
禊
ぎ
祓
ひ
た
ま
ひ
き
。 

18 

是
以
伊
邪
那
伎
大
神
詔
。
吾
者
到
於
伊
那
志
許
米
上

志
許
米
岐
。
此
九
字
以
音
。
穢
國
而
在
祁
理
。
此
二
字
以
音
。
故
吾
者
爲
御
身 

 
19 

之
禊
而
。
到
坐
竺
紫
日
向
之
橘
小
門
之
阿
波
岐
。
此
三
字
以
音
原
而
。
禊
祓
也
。 

 
20 

参
考『
祓
詞
』：
掛か

け
ま
く
も
畏

か
し
こ

き 

伊
邪
那

い

ざ

な

岐ぎ

の

大
神

お
お
か
み 

筑
紫
の
日
向
の
橘
の
小
戸

お

ど

の
阿あ

波わ

岐ぎ

原は

ら

21 

に 

御
禊

み

そ

ぎ

祓
へ
給
ひ
し
時
に
生な

り
坐
せ
る

祓
は
ら
え

戸ど

の
大
神
等 

諸
も
ろ
も
ろ

の
禍
事

ま
が
ご
と

罪
穢け

が

22 

れ
有
ら
む
を
ば
を 

祓
へ
給
ひ
清
め
給
へ
と
白ま

を

す
事
を
聞
こ
し
食め

せ
と 

恐
か
し
こ

み
恐
み

23 

も
白
す 

24 

【
略
】
こ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
が
誕
生
し
て
、
最
後
に…

 
25 

こ
こ
に
左
の
御
目
を
洗
ひ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
天
照
大
御
神
。 

26 

次
に
右
の
御
目
を
洗
ひ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
月
讀
命
。 
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9 

次
に
御
鼻
を
洗
ひ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
建
速
須
佐
之
男
命
。 

1 

 

於
是
洗
左
御
目
時
。
所
成
神
名
。
天
照
大
御
神
。
次
洗
右
御
目
時
。
所
成
神
名
。
月
讀
命
。
次
洗
御
鼻
時
。
所
成
神
名
。
建
速
須
佐
之 

 
2 

 

男
命 

3 
 

4 

【
略
】
イ
ザ
ナ
ギ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
は
高
天
原
、
ツ
ク
ヨ
ミ
に
は
夜
の
食
（
を
す
）
国
、
ス
サ
ノ
オ

5 

に
は
海
原
の
統
治
を
命
ず
る
が…

 
6 

 
7 

【
天
岩
戸
神
話
】 

8 

故
こ
こ
に
天
照
大
御
神
、
見
畏
み
て
、
天
の
石
屋
戸
を
閇
じ
て
、
刺
し
こ
も
り
坐
し
き
。
爾
（
こ
こ
）

9 

に
高
天
原
皆
暗
く
、
葦
原
の
中
つ
國
悉
（
こ
と
ご
と
）
に
闇
し
。
此
れ
に
因
り
て
常
夜
往
く
。
こ
こ

10 

に
萬
の
神
の
聲
（
お
と
な
ひ
）
は
、
狹
蠅
（
さ
ば
え
）
な
す
滿
ち
、
萬
の
妖
（
わ
ざ
わ
ひ
）
悉
に
發

11 

（
お
こ
）
り
き
。 

12 

故
於
是
天
照
大
御
神
見
畏
、
閇
天
石
屋
戸
而
、
刺
許
母
理
此
三
字
以
音
。
坐
也
。
爾
高
天
原
皆
暗
、
葦
原
中
國
悉
闇
。
因
此
而
常
夜

13 

往
。
於
是
萬
神
之
聲
者
、
狹
蠅
那
須
此
二
字
以
音
。
滿
、
萬
妖
悉
發
。 

14 

《
参
考
》「
推
古
記
」
卅
五
年
。
夏
五
月
、
蠅
あ
り
て
聚
集
（
あ
つ
ま
）
る
。
其
の
凝
り
累
（
か
さ
）
な
る
こ
と
十
丈

15 

（30.3m

）
ば
か
り
。
虛
（
お
ほ
ぞ
ら
）
に
浮
び
て
以
て
信
濃
坂
を
越
ゆ
。
鳴
る
音
、
雷
の
如
し
。
則
ち
東
の
か
た

16 

上
野
國
に
至
り
て
自
づ
か
ら
に
散
（
う
）
せ
ぬ
。 

17 
 

18 

是
を
以
ち
て
八
百
萬
の
神
、
天
の
安
之
河
原
に
、
神
集
ひ
に
集
ひ
て
、 

19 

・
高
御
產
巢
日
の
神
の
子
、
思
金
神
に
思
は
し
め
て
、 

20 

・
常
世
の
長
鳴
き
鳥
を
集
め
て
鳴
か
し
め
、 

21 

（
Ａ
）
天
の
安
の
河
の
河
上
の
天
の
堅
石
（
か
た
し
は
）
を
取
り
、
天
の
金
山
の
鐵
（
か
ね
）
を
取
り
て
、
鍛
人
（
か

22 

ぬ
ち
）
天
津
麻
羅
（
あ
ま
つ
ま
ら
）
を
求
（
ま
）
ぎ
て
、
伊
斯
許
理
度
賣
命
（
い
し
こ
り
ど
ひ
め
）
に
科
（
お
お
）

23 

せ
て
、
鏡
を
作
ら
し
め
、 

24 

（
Ｂ
）
玉
祖
（
た
ま
お
や
）
の
命
に
科
（
お
お
）
せ
て
、
八
尺
（
や
さ
か
）
の
勾
璁
（
ま
が
た
ま
）
の
五
百
（
い
ほ
）

25 

つ
の
み
す
ま
る
の
珠
を
作
ら
し
め
て
、 

26 

（
Ｃ
）
天
兒
屋
（
あ
ま
の
こ
や
ね
）
の
命
、
布
刀
玉
（
ふ
と
だ
ま
）
の
命
を
召
し
て
、
天
香
山
の
眞
男
鹿
の
肩
を
內

27 

拔
き
に
拔
き
て
、
天
香
山
の
は
は
か
を
取
り
て
、
占
合
（
う
ら
な
）
ひ
ま
か
な
は
し
め
て
、 

28 

天
の
香
山
の
五
百
つ
の
眞
賢
木
（
ま
さ
か
き
）
を
、
根
こ
じ
に
こ
じ
て 

29 

上
枝
（
ほ
つ
え
）
に
、
八
尺
の
勾
璁
の
五
百
つ
の
み
す
ま
る
の
玉
を
取
り
著
け
、 

30 

中
枝
（
な
か
つ
え
）
に
、
八
尺
の
鏡
を
取
り
繋
け
、 

31 

下
枝
（
し
づ
え
）
に
、
白
丹
寸
手
（
し
ら
に
き
て
）、
青
丹
寸
手
（
あ
を
に
き
て
）
を
取
り
垂
（
し
）
で
て
、 

32 

此
の
種
種
（
く
さ
ぐ
さ
）
の
物
は
、
布
刀
玉
の
命
、
布
刀
御
幣
（
み
て
ぐ
ら
）
と
取
り
持
ち
て
、 

33 

天
兒
屋
の
命
、
ふ
と
詔
戸
言
（
の
り
と
ご
と
）
禱
（
ほ
）
き
白
（
ま
を
）
し
て
、 

34 



 

10
 

・
天
の
手
力
男
の
神
、
戸
の
掖
（
わ
き
）
に
隱
り
立
ち
て
、 

1 
・
天
の
宇
受
賣
の
命
、
天
の
香
山
の
天
の
日
影
を
手
次
（
た
す
き
）
に
繋
け
て
、 

2 

天
の
眞
拆
（
ま
さ
き
）
を
鬘
と
し
て
、 

3 

天
の
香
山
の
小
竹
葉
（
さ
さ
ば
）
を
手
草
に
結
ひ
て
、 

4 

天
の
石
屋
戸
に
汙
氣
（
う
け
）
伏
せ
て
、
蹈
み
と
ど
ろ
か
し
、 

5 

神
懸
り
し
て
、
胸
乳
（
む
な
ち
）
を
掛
き
出
で
、
裳
緒
（
も
ひ
も
）
を
ほ
と
に
忍
し
垂
り
き
。 

6 

・
爾
（
こ
こ
）
に
高
天
原
動
（
と
よ
）
み
て
、
八
百
萬
の
神
共
に
咲
ひ
き
。 

7 

 
8 

世
界
の
冥
界
下
り 

9 

・
イ
ナ
ン
ナ
の
冥
界
下
り
（
楔
形
文
字
） 

10 

 
 

イ
ナ
ン
ナ
（
天
地
の
女
神
）、
エ
レ
シ
ュ
キ
ガ
ル
（
冥
界
の
女
神
） 

11 

an gal-ta ki gal-še
3  ĝeštug

2 -ga-ni na-an-gub 
12 

 
13 

・
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
讃
歌
（『
ホ
メ
ー
ロ
ス
讃
歌
』） 

14 

 
 

デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
（
母
）、
ペ
ル
セ
ポ
ネ
（
娘
）、
ハ
ー
デ
ー
ス
（
冥
界
の
王
） 

15 

 
 

エ
レ
ウ
シ
ー
ス
の
秘
儀 

16 

 
17 

・
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
冥
界
下
り
（『
変
身
物
語
』） 

18 

 
 

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
（
歌
人
）、
エ
ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
（
妻
）、
ペ
ル
セ
ポ
ネ
（
冥
界
の
女
王
） 

19 

ne flectat retro  sua lum
ina , donec  Avernas 

20 

not 

向
け
る 

 

後
ろ
へ 

彼
の  

目
を 

 

～
ま
で 

   

ア
ウ
ェ
ル
ヌ
ス
の 

21 

後
ろ
を 

振
り
返
っ
て
は
な
ら
ぬ
、 

22 

exierit valles ; aut     inrita   dona futura . 
23 

出
る 

     

谷
を 

さ
も
な
く
ば 

無
効
な 

   

贈
り
物 

未
来
の 

24 

冥
界
の
谷
〔
＝
冥
界
〕
を
出
る
ま
で
は
。
さ
も
な
く
ば
、
恩
沢
は
無
に
帰
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

25 

hic,  ne deficeret,         m
etuens   avidusque  videndi 

26 

そ
こ
で 

not 

力
尽
き
る
（
消
え
去
る
） 

恐
れ
（
不
安
） 

 

渇
望
し
て
い
る 

   

見
る
こ
と
を 

27 

m
etuō.  

28 


